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Beam energy
Full energy: 3 GeV
Injection and dump :10 MeV

Geometry
Linac length : 470 m

Straight sections for ID’s 
22 x  6 m short straight 
6 x 30 m long straight
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実空間・実時間
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スカーミオン磁区

波数・エネルギー
測定
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創発現象・階層性

不均一な
非線形・非平衡系
動的な局所構造



ERL実現へのロードマップ

１．CDRのバージョンアップ  国際評価委員会（7月2，3日）

２．KEKロードマップへの記載（8月ごろ素案、最終は来年3月）
 Super KEKBの後、KEKの大型プロジェクトとしての位置付け

３．放射光学会ロードマップ 学術会議マスタープラン
 文科省大型プロジェクトのロードマップへの記載

４．関連諸学会からの支援  放射光学会特別委員会
海外量子ビーム施設からの支援

５．大学・諸外国施設・産業界/民間企業との連携による
ビームライン建設計画の推進
 国際的量子ビームプラットホームを目指す
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cERL：20１3年3月ビーム調整運転開始

２０１３年秋：周回部運転開始
２０１４年後半：主加速部超伝導空洞を追加し、
エネルギー増強へ （LCとの協力を議論中）
(２００８年４月のロードマップ評価委員会のコメントへ対応)
２０１５年： 3GeV‐ERLの建設へ



ERLのロードマップ
2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026

cERL
construction

R&D of ERL 
key 
elements

Beam test and test experiments

Improvements towards 
3GeV-ERL

Construction of 
3GeV ERL User run

cERLは現在建設中
3GeV ERL の運転開始を 2020年

2nd phase
(XFEL‐O, EEHG)

加速器予算：300億円台
運転経費（光熱経費）は約25億円/年
XFEL‐Oは第２期計画で



まとめ

• ERLサイエンスのさらなるブラッシュアップ
→ All Japanの体制へ

• 国際諮問委員会（評価を含む）からのアドバイス

• KEKロードマップへの記載（8月ごろ素案、最終は来年3月）
→ KEKの大型プロジェクトとしての位置付け

• 放射光学会ロードマップ→ 学術会議マスタープラン
→ 文科省大型プロジェクトのロードマップへの記載


